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調査研究実績 

の概要○○○ 

研究目的 

人と調和し人の活動を支援する情報環境を実現するためには，システムとの自然なイ

ンタラクションが重要である。視線を利用したインタフェースでは，状況によって特定

の領域に注視を誘導する必要があり，より自然に注視を誘導する技術が望まれている。

近年では，より自然かつ効果的に注視を誘導するため，視覚的顕著性に基づいて画像中

の輝度や色を修正する手法が提案されていが，シーンの色分布によっては必ずしも効果

的な誘導が可能とは限らない点が課題である。一方，人が無意識的に注意を向ける要因

である Bottom-up の画像特徴としては，色や輝度だけではなく，エッジやテクスチャ，

いわゆる空間周波数成分のコントラストが重要であることが知られている。 

本申請課題では，視覚刺激中の空間周波数成分に着目し，映像・画像コンテンツの空

間周波数成分を制御することによって，より自然かつ効果的な注視誘導を実現すること

を目的する。まず，人の空間周波数成分に対する視覚的注意をモデル化するため，ウエ

ーブレット変換に基づく視覚的顕著性マップモデルを提案する。そして，得られた視覚

的注意モデルを利用し，人の注意に影響を及ぼす周波数成分を制御（抑制・強調）する

ことにより，特定の領域に注視を誘導可能な視覚コンテンツを再生成する。 

 



調査研究実績 

の概要○○○ 

得られた成果の概要 
期間内において，以下4つの項目について研究を行った． 

課題番号 課題詳細 期間 

課題１ 空間周波数成分に基づく視覚的顕著性モデルの構築 4月～6月 

課題２ 注視に影響を及ぼす空間周波数成分の制御 7月～11月 

課題３ 
実環境下での評価実験（視線計測実験，主観評価実

験） 
12月～1月 

課題４ 研究会・展示会でのデモ展示 通年 

 

課題１) 空間周波数成分に基づく視覚的顕著性モデルの構築 

  人の空間周波数成分に対する視覚的注意を計算モデル化するため，ウエーブレット

変換によって視覚刺激をサブバンド分解し，得られたサブバンド成分のコントラスト

に基づく視覚的顕著性モデルを提案した。また，視線計測器によって提案モデルの有

効性を検証した。 

課題２) 注視に影響を及ぼす空間周波数成分の制御 

  特定の領域に注視を誘導が可能な視覚コンテンツを再生成するため，得られた視覚

的顕著性モデルに基づき，人の注意に影響を及ぼす空間周波数成分を制御(抑制・強

調)する手法を提案した。我々は，輝度成分だけではなく，色差に関する空間周波数

成分を抽出し，輝度と色差を同時に制御することで，カラーコンテンツに対する効果

的な注視誘導が可能であることを確認した。 

課題３) 実環境下での評価実験（視線計測実験，主観評価実験） 

  課題２で提案する技術によって再生成された視覚コンテンツに対して，特定の場所

に効果的に視線を誘導できているかを視線計測により検証し，また，その自然性を主

観評価実験によって確認した。 

課題４) 研究会・展示会でのデモ展示（共同・受託研究に向けて） 

  本申請技術を核とした共同・受託研究へと繋げるため，産業界の方が多く参加され

るビジョン系シンポジウム・ワークショップ(SSII2015, ViEW2015, DIA2016 : 参加

者数は数百人規模)にて研究発表とデモ展示を行った。 

 

次年度の課題とそれに対する取り組み状況 

１) 地元企業・団体との連学連系（共同研究）に向けて 

・2016年度 岡山リサーチパーク研究・展示発表会への出展 

・JST主催「イノベーション・ジャパン2016」への出展 

 

２) 更なる応用に向けて 

実空間での注視誘導の応用をめざし，デモ機としてプロジェクション・カメラ協調

システムを構築し，投影光により空間周波数成分を制御する可能性について検証を行

う。 
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